
１　学習の到達目標

２　学習の計画

第４章　言動の記録
言動の記録をたどり，人物像を
捉える

『史記』
鴻門之会

・重要語句や句法を基に，古典に用いられている語句の意味
や用法を理解し，古典を読むために必要な語句の量を増すこ
とを通して，語感を磨き語彙を豊かにする。
・求めるものを手に入れる方法を読み取り，古典の作品や文
章について，内容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広
げたり深めたりする。

・長編の古文を通して，古典の文の成分の順序や照応，文章
の構成や展開の仕方について理解を深める。
・文学史を学び，作品の成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典などを読み，その内容の解釈を深め，
作品の価値について考察する。

・歴史書の読解を通して，古典の作品や文章の種類とその特
徴について理解を深める。
・歴史書の編纂についての理解を基に，古典の作品や文章な
どに表れているものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，
社会，自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりす
る。

期末考査
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【二学期】
・古典に用いられている語句の
意味や用法を理解し，古典を読
むために必要な語句の量を増や
すことを通して，語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古典の作品や文章について，
内容や解釈を自分の知見と結び
付け，考えを広げたり深めたりす
る。
・作品の成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえながら
古典などを読み，その内容の解
釈を深め，作品の価値について
考察する。

定期考査

小テスト・発問評価

ワークシート分析

ワークシート分析

定期考査

10 小テスト・発問評価
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ワークシート分析

定期考査

『源氏物語』
光源氏の誕生
若紫の君

第１章　創成と典故
新たな表現を支える典故の力を
理解する

中間考査

小テスト・発問評価

第４章　人と人とが織りなす世界
多様な人間関係と物語の展開を
読み取る

『戦国策』
先従隗始

・筆者の回想であることを根拠に，必要に応じて書き手の考え
や目的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成
や展開，表現の特色について評価する。
・更級日記の基本事項を学び，古典の作品や文章の種類と
その特徴について理解を深める。

第５章　体験を語る
作品に表現された心情を読み取
る

『更級日記』
源氏の五十余巻

小テスト・発問評価

ワークシート分析

定期考査

9 夏季課題テスト

小テスト・発問評価

6 小テスト・発問評価

第２章　物語との出会い
小説から情景や心情を読み取る

『平家物語』
忠度の都落ち

・漢文的な表現を学びながら，文学的な文章における文体の
特徴や修辞などの表現の技法について，体系的に理解し使
う。
・パラグラムなどの表現技法を基に，他の作品と比較するな
どして，文体の特徴や効果について考察する。

・漢文からの繋がりを意識し，古典の作品や文章に表れている，言
葉の響きやリズム，修辞などの表現の特色について理解を深める。
・時代の転換点を生きた人々の考えを通して，先人のものの見方，
感じ方，考え方に親しみ，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深める。
・文学史や歴史を基に，作品の成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典を読み，その内容の解釈を深め，作品の価値
について考察する。

第７章　歴史を語る
歴史的な事実と比較しながら，物
語を解釈する

期末考査

ワークシート分析

ワークシート分析

中間考査

『山月記』

『日本外史』
那須宗高

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。
（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，創造的に考える力を養い，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方や他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典を含めた読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

月 育成する資質・能力 単元名 学習項目

4 春季課題テスト

小テスト・発問評価『徒然草』
花は盛りに

・思考の多面性や柔軟性に注目し，文章の種類を踏まえて，
内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・既習事項の復習を通して，古典の世界に親しむために，古
典を読むために必要な文語のきまりや，古典特有の表現など
について理解する。

【一学期】
・古典の世界に親しむために，古
典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまり，古典特有の
表現などについて理解する。
・古典に用いられている語句の
意味や用法を理解し，古典を読
むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を
豊かにする。
・古典などを読むことを通して，
我が国の文化の特質や，我が国
の文化と中国など外国の文化と
の関係について理解を深める。

ワークシート分析

7 定期考査

定期考査

令和８年度　国語科「言語文化研究」シラバス　

単位数 ２単位 学科・学年・学級 ２学年１～８組

教科書 「言語文化」（筑摩書房） 副教材等

「国語便覧」（第一学習社） 、「古典単語330」（いいず
な）、「新明説漢文」「新明説漢文ノート」（尚文出版）、
「完全マスター古典文法」「古典文法準拠ノート」（第一
学習社）、「新成古典」（尚文出版）、「読んで見て聞いて
覚える子分攻略マストアイテム７６」（いいずな書店）

学習内容や学習活動 評価材料

定期考査

定期考査
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小テスト・発問評価・既習事項の復習を通して，古典の世界に親しむために，古典を読
むために必要な訓読のきまりなどについて理解する。
・平家物語との比較読みを通して，我が国の言語文化の特質や我が
国の文化と外国の文化との関係について理解する。

第４章　ことばに表れる意思
文章を手掛かりに作者の思いを
読み取る

第１０章　言動に表れる人間の
本質
描かれたことばと行動から人間
像を読み取る

ワークシート分析



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

定期考査，課題テスト，小テスト，提出物などを総合的に評価します。

１年次の「言語文化」から発展した科目であり，３年次の「古典探究」への接続の科目にあたる。１年次の言語文化で学んだ文法や語句を活用し，３年次の「古典探究」を「読む」ことに耐えうる素地を養う。文法事項や
文学史の理解を基本としながら，知識・技能を踏まえて文章読解，内容理解を重視し，共通テストに向けて自身で古典が読めるようになることの土台作りから全国平均を目指せる読解力の育成を目指します。そのた
め，授業で扱った内容だけでなく，１年次での既習事項についても分からないことは即時なくすようにし，向上心を持って授業に臨むことを期待しています。特に，不明点がある場合の積極的な質問，復習，受講への
不安を残さないための予習など，自身に適した授業準備を行うことで安心して力を養っていけるようにしましょう。古典分野は，やればやっただけ成長します。やればやっただけ点数に目に見える形で伸びるとは限りま
せんが，必ず成長しています。目の前の点数だけに一喜一憂せずに真摯に学習を積み重ねましょう。やらなければやらないだけ，わからないことを放置すれば放置するだけ後から取り返しがつかない状況に追いこま
れます。２単位という単位数では，授業速度を上げる必要があり，１年次以上に積み残しが増える速度は急になります。ぜひとも諦めずに積み残しを減らして，古典・文学を楽しんで学んでください。この科目は「教養」
を身に付ける科目です。

知識・技能

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができる。
〈言語文化領域〉
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解することができる。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解することがで
きる。
〈古典探究領域〉
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かに
することができる。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができる。
・古典の作品や文章の種類やその特徴について理解を深めることができる。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞などの表現の特色について理解を深めることができる。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深
めることができる。
〈文学国語領域〉
・情景の豊かさや信条の機微を表す語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の技法について，体系的に理解し使うことができる。

思考・判断・表現

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができる。
【読む能力】
〈言語文化領域〉
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えることができる。
〈古典探究領域〉
・必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や展開，表現の特色について評価することが
できる。
・作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察す
ることができる。
・古典の作品や文章について，内容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めたりすることができる。
・古典の作品や文章などに表れているものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の考えを広げたり深め
たりすることができる。
〈文学国語領域〉
・他の作品と比較するなどして，文体の特徴や効果について考察することができる。
・文章の構成や展開，表現の仕方を踏まえ，解釈の多様性について考察することができる。
・作品に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉えるとともに，作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，作品の解釈
を深めることができる。
・作品の内容や解釈を踏まえ，人間，社会，自然などに対するものの見方，感じ方，考え方を深めることができる。

主体的に学習に取り組む態度
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通
して他者や社会に関わろうとしている。

学年末考査
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1 『こころ』 冬季課題テスト【三学期】
・情景の豊かさや心情の機微を
表す語句の量を増し，文章のな
かで使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにする。
・作品に表れているものの見方，
感じ方，考え方を捉えるととも
に，作品が成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ，作
品の解釈を深める。

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

・心理描写を基に，情景の豊かさや心情の機微を表す語句の
量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊
かにする。
・作品に描かれる人間模様を踏まえ，作品の内容や解釈を踏
まえ，人間，社会，自然などに対するものの見方，感じ方，考
え方を深める。
・登場人物の立場を的確に捉え，文章の構成や展開，表現の
仕方を踏まえ，解釈の多様性について考察する。
・時代背景を適切に踏まえ，作品に表れているものの見方，
感じ方，考え方を捉えるとともに，作品が成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ，作品の解釈を深める。

第５章　自己と向き合う
「自己」を追い求める近代の特色
について考える


